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RI第2530地区 県北第1分区 2016 -2017年度　
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①新会員入場

②開会点鐘

③ロータリーソング「福島南RCの歌」

④４つのテスト　

⑤来訪者紹介と会長挨拶　

⑥新会員入会式

⑦スマイリングBOXの報告

⑧財団協議会･研修会報告

⑨家族納涼パーテイPR

⑩お食事をどうぞ

⑪幹事報告

⑫クラブ協議会（２）

⑬各委員会報告

⑭閉会点鐘

8月6日  (土 ) 　

  県北第一分区･第二分区My ROTARY

               操作勉強会 IT推進委員(ウィル福島)

8月１９日（金） 　

  第3回第一分区会長幹事会（納涼会議）

8月２７日（土）　

  米山記念奨学会セミナー

8月３１日（水）　

  第3回 IAC例会（年次大会報告）

会員/ 74名　出席/ 52名　出席率/70.27%

メイクアップ/ 22名　修正/ 74名　修正率/ 100.0%　　

事務局：〒960-8151 福島県福島市太平寺字過吹 6-2 ザ・36・メイファイブ 1F2号室　TEL025-546-3793 FAX024-545-7878
HP：http://www.inaka.ne.jp/f-southrotary/index.html  MAIL：f-southrotary2530@inaka.ne.jp
例会場：サンパレス福島 〒960-8101 福島県福島市上町 4-30　TEL024-523-3811( 代 )   FAX024-523-0375

福島南ロータリークラブ会報

８月３日（水）　　

　家族納涼パーティー　誕生祝い

８月１０日（水）　

　休会（お盆休み）

８月１７日（水）　

　ロータリーの友読みどころ　新会員スピーチ　　　　　　　　　　　　　　　　

　県北第一・第二分区Mｙ ROTARY

　　操作勉強会 IT推進委員

８月２４日（水）　

　ゲストスピーチ　大橋廣治パストガバナー

　米山奨学金授与

８月３１日（水）　

　新会員スピーチ　

　インターアクト年次大会報告（成蹊高校IAC）

　猛暑日が毎日続いています会員の皆様におかれましては、熱中症に十分注意され、体調を崩されませ
んようお気を付け下さい。
　先週成蹊高校ＩＡＣ例会が行われ、菊地会員の指導で、ＡＥＤ実技講習会と挨拶の重要性について講義
をしました。伊藤青少年奉仕委員長の報告によりますと、ＩＡＣ生徒から様々な感想が寄せられました。
その一部をご紹介します。「ＡＥＤの使い方がとてもためになりました」、「人のために役立つことが出来
る人間になりたいとおもいます」、「会社を経営している方は、挨拶もみんなのお手本となるような大き
な声で挨拶されるのですね」などです。
　私たちのＩＡＣプログラムの取り組みは、それなりの効果が表れていると実感しました。因みに、今
回のＩＡＣ出席生徒数は２３名でした。
　ご存知のように、当クラブ４０周年記念式典は、東日本大震災の影響で開催することが出来ませんで
した。式典の中で、相馬ＲＣメンバーによる相撲甚句をご披露が中止になりました。そこで、先方より
来月８月３日の家族納涼会例会に参加し相撲甚句を披露したいという申し出があり快くお受けすること
としました。相馬ＲＣの佐伯パスト会長を含め２・３人の会員がメーキャップされますことをお知らせ
いたします。楽しみです。
　さて本日は、この後、今年度の各委員会の活動計画が２週間をかけて報告されます。今年一年間の各
委員長の方針と決意に注目して頂きたいと思います。

2016 -2017年度 福島南ロータリークラブ会長

会長　佐久間 功会長挨拶

クラブ協議会　活動計画発表（１） 
クラブ奉仕委員会 (兼 ) プログラム委員会
金子　親房　委員長 

会場監督
紺野　仁昭　会場監督 

職業分類・会員選考委員会
宍戸　清和 　委員長

親睦活動委員会
菊地　和宏　委員長

クラブ広報・雑誌委員会
丹治　洋子　委員長

出席委員会
国分　秀夫　委員長

ロータリー情報委員会
菅原　節子　委員長

クラブ会報委員会
三瓶　弘樹　委員長

スマイリングBOX委員会委員会
伊藤　弘子　委員長

会員増強委員会
國井　元 　委員長

　福島南ロータリークラブ 2016～ 2017 年度 佐久間会長の
活動基本方針「明るく、元気に広がる奉仕の輪」に基づき会
員同士の輪を広げ活力あるクラブ管理運営に努めて参ります。
各小委員会それぞれの委員会活動目標を計画的、活動的に推
進され達成できますよう相互の連携を図ります。プログラム
委員会においては、各委員会の活動を反映させ、充実と楽し
さの満ちた例会を目指しクラブ奉仕の活動に結べるよう努め
ます。会員の皆様のご支援ご協力を宜しくお願い致します。

　会場監督（ＳＡＡ）は例会及びその他の会合が、気品と風
紀を守り、楽しく、秩序正しく運営されるよう常に心を配り、
会合の使命が発揮できるよう設営・監督する責任を担ってい
ます。南ロータリークラブはこれらを正しく行うという伝統
を守ってきましたので、今年度もその伝統を受け継ぎながら、
会員全員が出席しやすく楽しい例会になるような雰囲気作り
を目指していきたいと思います。

　「入会してよかった」と思われるクラブとなるよう会員の
ニーズをしっかりと把握し、その期待に応えることが重要で
す。地域に貢献していると実感でき、仲間との友情を育むこ
との出来る委員会活動を進めて参ります。
　職業分類　未充填分類を会員増強委員会と連携して２名以
　　　　　　上の候補者を目標といたします。
　会員選考　会員増強委員会と連携して会員候補者に対して
　　　　　　面接をさせていただきます。
＊ ＲＩ規定審議会・職業分類等の規定内容を勉強する会

　会員増強なくしてクラブの活性化は計れないと言われてい
ます。
　今年度の会員数の純増は２名以上を目標と致します。その
為には、会員の皆様の積極的な推薦をお願いしたいのです。
　又、退会者の防止、これも重要な会員増強の一つと考えて
おります。
　更に、会員としてふさわしい人材を推薦してゆく所存です。

　委員会の任務によりますと「ロータリー情報委員会は、会
員候補者にロータリークラブ会員の特典と責務に関する情報
を提供し、会員にあらゆるレベルのロータリーの歴史・綱領、
活動に関する情報を提供し、入会してからの最初の一年間、
新会員オリエンテーションをふまえ監督するものとする」と
あります。（クラブ定款・細則の第１０条）
　今年度の佐久間会長の骨子に基づき、5つの活動を行います。

　「明るく、元気なロータリー」
　親睦はクラブ発展の基本であります。１年間多くの会員、
及びその家族が楽しんで親睦活動に参加できるよう配慮を行
い、「明るく、元気なロータリー」を合言葉に、会員同士がよ
り深い絆で結ばれるよう温かな雰囲気づくりに配慮致します。
　◎親睦活動委員会申し合わせ　
　会員の皆様が親睦を深めることが出来るよう早めの準備を
行い、思い出に残る親睦活動を目指します。

　例会の記録紙として、シンプル且つ読みやすい紙面を作っ
て参ります。
１　レイアウトを変更し、シンプルな紙面を作成します。
２　スマイリングボックス報告、ロータリー財団・米山奨学
　　会報告はプライバシーの観点から会報とは別紙面としま
　　す。
３　スピーカーを撮影する場合はスピーチを中断しないよう    
      に配慮致します。
　

　ロータリーの奉仕事業『職業奉仕・社会奉仕・クラブ奉仕・
国際奉仕・新世代奉仕』の活動を地域の人々に、幅広く関心・
理解を戴くために、マスコミ等の情報機関を活用しＰＲ活動
に努力します。「ロータリーの友」に対して興味を持つような、
読みどころ・見どころを毎月の例会で紹介します。福島成蹊
高等学校 IAC 等に「ロータリーの友」を毎月数冊贈呈。ロー
タリーの活動を広報します。報道媒体福島民報新聞社と福島
民友新聞社に加え、ラジオ福島、福島テレビ、テレビユー福島、
FM ポコの民放 6 社（以下報道 6 社）に対してパブリシティ
活動を行います。

　今年度のスマイリングボックス委員会は、担当シフトを組
んで委員全員で、皆様方からのスマイルをお預かりさせて頂
きます。今年度も、目標は例年通り２1０万円とし、各奉仕活
動に役立てて頂きます。年度末には、ベストスマイル賞を表
彰する予定です。例会時、会員のにこにこが沢山の会員に分
けてあげ、嬉しいこと・楽しいことを共有できるように務め
てまいります。

   例会に出席することは、クラブ会員であれば当然のことで
あり、出席することにより、各委員会の年度活動がスムーズに、
遂行されるものであります。
　お互いに親睦を深め積極的な参加出席をお願い致します。
1 　個人別月間出席表の配布
2 　年間出席優秀会員の表彰
3 　出席の低下した会員の出席を促す

米山奨学金授与　米山奨学生張芳宇（チャンファンユウ）さん2015-2016年度決算報告　大野順道会計幹事

月 日 (水)7 20
例会場：福島サンパレス

平成２８年

RI会長　ジョンF.ジャーム　テーマ「人類に奉仕するロータリー」
RI第2530地区ガバナー　佐久間 英一
福島南ロータリークラブ　会長　佐久間 功　幹事　横山 りつ子

目標「明るく、元気に広がる奉仕の輪」

※各委員会における活動計画詳細につきましては、年次計画書を御覧ください。


